
 2024年 10月 31日 

各 位 

会 社 名    

代 表 者 名 代表取締役社長  長谷川 博之 

（コード番号 1 8 4 7  東証スタンダード） 

問 合 せ 先 取締役常務執行役員 管理本部長 小谷 実弦 

（ T E L .  0 3 － 5 9 3 1 － 5 6 4 2 ） 

 

連結決算への移行に伴う2025年３月期連結業績予想の公表、同第２四半期（中間期）個別業績予想  

及び同通期個別業績予想並びに配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2025年３月期第２四半期（中間期）より、従来の単体決算から連結決算に移行いたします。

これに伴い2025年３月期の連結業績予想を下記のとおり公表いたします。 

また、最近の業績動向を踏まえ、2024年10月31日開催の取締役会において、2024年５月17日に公表し

ました2025年３月期第２四半期（中間期）個別業績予想及び2025年３月期通期個別業績予想並びに配当

予想を修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結決算への移行について  

当社は、2024年５月 27日付けで「片岡工業株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ」

を公表しておりますとおり、2024年７月１日付で片岡工業株式会社の発行済株式の全株式を取得し、子

会社化いたしました。これに伴い、2025年３月期第２四半期（中間期）より連結決算へ移行いたします。 

 

２．2025年３月期連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）  

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

  百万円  百万円  百万円  百万円  円 銭  

第２四半期（中間期） 51,600 3,040 3,000 2,000 275.52 

通 期 98,000 4,750 4,650 3,150 

0 

433.94 

  

（連結業績予想の概要）  

2024年８月 31日をみなし取得日として、片岡工業株式会社を連結子会社とし、中間連結決算日（2024

年９月 30日）においては、同社の貸借対照表のみを連結対象とするため、上記の第２四半期（中間期）

連結業績予想には同社の業績は含まれておりません。 

なお、通期には、みなし取得日以降の同社の業績を含んでおります。 

 

 

 

 

 

（案） 



 

 

３．2025年３月期第２四半期（中間期）個別業績予想数値の修正（2024年４月１日～2024年９月30日） 

  売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
１株当たり 

中間純利益 

 前回発表予想 （Ａ） 

 (2024年５月 17日発表) 

百万円

49,000 

百万円 

2,200 

百万円 

2,150 

百万円 

1,550 

円 銭 

213.53 

 今回修正予想 （Ｂ） 51,600 3,170 3,130 2,120 292.05 

  増   減   額（Ｂ-Ａ) 2,600 970 980 570   

増   減   率  (％) 5.3 44.1 45.6 36.8   

(ご参考) 前第２四半期実績

（2024年３月期 第２四半期） 
49,487 1,937 1,894 1,393 191.98 

 

４．2025年３月期通期個別業績予想数値の修正（2024年４月１日～2025年３月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 前回発表予想 （Ａ） 

 (2024年５月 17日発表) 

百万円

93,000 

百万円 

4,100 

百万円 

4,000 

百万円 

2,900 

円 銭 

399.50 

 今回修正予想 （Ｂ） 96,000 4,700 4,600 3,100 427.05 

  増   減   額（Ｂ-Ａ) 3,000 600 600 200   

増   減   率  (％) 3.2 14.6 15.0 6.9   

(ご参考) 前期実績 

（2024年３月期） 
96,373 4,100 4,020 2,938 404.79 

 

５．業績予想修正の理由  

（１）第２四半期（中間期） 

 売上高につきましては、工事の進捗が予想を上回ったことや受注高の増加などにより、完成工

事高が当初予想よりも増加したことから、前回予想を上回る見込みであります。 

各利益につきましては、上記売上高の増加に加えて、高騰している資材価格や労務費の転嫁

が進んだことによる工事採算性の改善により、完成工事総利益が当初予想よりも増加したこと

などから、営業利益、経常利益及び中間純利益がそれぞれ前回予想を上回る見込みであります。  

（２）通期  

通期の業績予想につきましては、第２四半期（中間期）までの業績動向を踏まえ、売上高、

営業利益、経常利益及び当期純利益は、それぞれ前回予想を上回る見込みであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

６．配当予想の修正 

 年 間 配 当 金 

第２四半期末 期 末 合 計 

前  回  予  想 

（2024年５月17日発表） 
 45円 00銭   70円 00銭  115円 00銭 

今 回 修 正 予 想 50円 00銭 

80円 00銭   

（普通配当 70 円 00 銭） 

（記念配当 10 円 00 銭） 

130円 00銭   

 （普通配当 120 円 00 銭） 

 （記念配当 10 円 00 銭） 

当  期  実  績 ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（2024年３月期） 
 45円 00銭 65円 00銭 110円 00銭 

 

７．配当予想修正の理由 

当社は、事業の成長・拡大及び財務基盤の安定化による企業価値の向上と、株主様への直接的な利益

還元である配当の安定的な実施に重点を置き、利益配分につきましては、今後の成長・拡大に備えた内

部留保の充実を考慮して決定することを株主還元の基本方針としております。 

2025年３月期第２四半期末の１株当たり配当予想につきましては、今回の業績予想修正及び今後の動

向等を総合的に勘案し、前回予想から５円の増配をいたします。 

また、当社は2025年６月15日に創立95周年を迎えます。つきましては、株主の皆様に感謝の意を表す

るとともに、2025年３月期の期末配当において、１株当たり10円の記念配当を実施させていただく予定

であります。 

これにより、第２四半期末では50円、期末では80円、年間合計130円（うち記念配当10円）とする配

当予想へ修正をいたします。 

 

 

（注）上記に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではあり

ません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以上 


